
　

１　施策の概要

（１）

２　評価の指標（施策に係る成果指標）

３　施策の点検（施策を進めるうえでの課題）

個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第

部名 都市魅力部

細節 体育・スポーツ施設の整備

施　策　評　価　調　書

施策名 体育・スポーツ施設の整備

（２）
総合計画
の体系

第 04 章

２９年度予算額

事業費（Ａ） 1,564,753 29,020 794,443

03 節 スポーツに親しめるまちづくり

第 10

7.70 人 3.30 人 2.80

（３）
事業費
など

(単位：千円)

項目＼年度（平成） ２７年度決算額 ２８年度決算見込額

人

所要人件費（Ｂ） 61,906 26,070 22,553

総事業費（Ａ＋Ｂ） 1,626,659 55,090 816,996

従事職員数

財
源
内
訳

収
　
入

国庫支出金 156 0 0

府 支 出 金 78 0 0

そ の 他 695,032 3,343 21,754

市
負
担

地 方 債 0 0 0

そ の 他 0 0 9,483

一 般 財 源 931,393 51,747 785,759

指標項目 項目＼年度（平成） ２７年度実績 ２８年度実績 ２９年度計画

指標内容

中学校ナイター施設参加者数 目標値
28,414.00 28,961.00 28,555.00

（単位：人）

実績値
26,360.00 25,114.00

目標値の
積算方法

過去３年間の実績数の平均参加者数×
１．１

（単位：人）

達成度(%) 92.8 86.7

目標値
534,448.00 522,080.00 516,970.00

（単位：人）

実績値
479,969.00 468,343.00

目標値の
積算方法

過去３年間の実績数の平均参加者数×
１．１

（単位：人）

達成度(%) 89.8 89.7

指標内容

学校体育施設開放参加者数

　多くの市民にスポーツ・レクリエーションの場を提供するため、施設の維持管理を行っています。ナイター施設に関して
は、老朽化が著しいため、照明のＬＥＤ化を進めており、市民により快適に利用していただけるよう努めています。



　

４　施策の評価

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

公
平
性

持
続
可
能
性

合
計

全
部

大 20 14 14 16 16 80

全
部

大 20 14 16 20 14 84

全
部

中 14 14 16 16 14 74

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

今後の
方向性
（実施
計画）

01537 継続

次年度
の
優先
順位

施策を構成する
事務事業名

室課名
事業
番号

市
単
独
事
業
区
分

施
策
へ
の
貢
献
度

各視点からの評価
（20　→　4）
 高　→　低

01017 継続

1 学校体育施設開放事業
文化スポーツ
推進室

01536 継続

2
中学校運動場ナイター施設開放事
業

文化スポーツ
推進室

01018 継続

3 千里山武道教室事業
文化スポーツ
推進室

01538 継続

4
中学校運動場ナイター施設開放事
業

実施計画担
当

01030 継続

5 学校体育施設開放事業
実施計画担
当

01016 継続

6 千里山武道教室事業
実施計画担
当

01024 継続

7 北千里市民体育館管理事業
実施計画担
当

01025 継続

8 武道館管理事業
実施計画担
当

01026 継続

9 スポーツグラウンド管理事業
実施計画担
当

01022 継続

10 片山市民体育館管理事業
実施計画担
当

01028 継続

11 南吹田市民体育館管理事業
実施計画担
当

01027 継続

12 山田市民体育館管理事業
実施計画担
当

13 総合運動場管理事業
実施計画担
当

01031 継続

14 目俵市民体育館管理事業
実施計画担
当

優先順位をつけるに
あたっての考え方

各事業の平成２７年度利用者数と目標数からの達成度（％）により、優先順位をつけました。
平成２８年度から、各施設に関する事業については内部管理事務となるため、優先順位を設定し
ないものとします。



　

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

公
平
性

持
続
可
能
性

合
計

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

全
部

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

各視点からの評価
（20　→　4）
 高　→　低

今後の
方向性
（実施
計画）

01484 継続

次年度
の
優先
順位

施策を構成する
事務事業名

室課名
事業
番号

市
単
独
事
業
区
分

施
策
へ
の
貢
献
度

01032 継続

15 市民プール管理事業
実施計画担
当

01029 継続

16 サッカースタジアム管理事業
実施計画担
当

01354 継続

17 運動広場等管理事業
実施計画担
当

01023 継続

18 市民プール改修事業
文化スポーツ
推進室

01355 継続

19 武道館改修事業
文化スポーツ
推進室

01357 継続

20 スポーツグラウンド改修事業
文化スポーツ
推進室

01359 継続

21 北千里市民体育館改修事業
文化スポーツ
推進室

01358 継続

22 山田市民体育館改修事業
文化スポーツ
推進室

23 総合運動場改修事業
文化スポーツ
推進室

01356 継続

24 目俵市民体育館改修事業
文化スポーツ
推進室

25

26

優先順位をつけるに
あたっての考え方

各事業の平成２７年度利用者数と目標数からの達成度（％）により、優先順位をつけました。
平成２８年度から、各施設に関する事業については内部管理事務となるため、優先順位を設定し
ないものとします。

27

28


